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下肢に続発性膿瘍を形成した感染性腎嚢胞の1例

山梨県立中央病院泌尿器科(部 長:竹 崎 徹)

上野 陽子,保 坂佳代子,保 坂 恭子,竹 崎 徹

           A CASE OF INFECTED RENAL CYST EXTENDING 

                        TO LEG ABSCESS 

            Yoko UENO, Kayoko HOSAKA, Kyoko HOSAKA and Tohru TAKEZAKI 
            From the Department of Urology, Yamanashi Prefectural Central Hospital 

   A 45-year-old woman was referred to our hospital with the chief complaint of left flank pain, left leg 

pain and loss of appetite. Computed tomography scan and magnetic resonance imaging demonstrated 
a large cystic mass in the left kidney, which we diagnosed as an infected renal cyst. Under ultrasonic 

guidance, percutaneous puncture and drainage of the renal cyst were performed. After her leg pain 
worsened, computed tomography revealed abscesses in the left leg, suggesting an infected renal cyst 
extending to the leg through the obturator foramen. Under general anesthesia, incision and drainage 
were performed. Cultures from the cyst and abscess fluid showed Klebsiella pneumoniae. Our case 
is the 82nd case of an infected renal cyst in the Japanese literature. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 105-107, 2000) 
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緒 言

感染性腎嚢胞 は稀 な疾患であ るがCT,超 音 波検査

の普及 に伴 い報告例が増加 してきている.今 回われわ

れはその感染が下腿 にまで波及 した と考 えられる特異

な症例 を経験 したので若干 の文献的考察 を加 えて報告

する.

症 例

患者:45歳,女 性

主訴:左 腰痛 左 下肢痛.食 欲低 下

既往歴:1984年 交 通事故で左足骨折.1997年 検 診で

高血糖,高 血圧 を指摘 されたが放置 していた.

家 族歴=兄,姉,腎 結石

現病歴:1997年12月 下 旬 に左 腰痛 出現,左 下肢痛 も

伴 うようになった.悪 寒戦懐 はあるが,発 熱はなかっ

た.次 第に食欲が低下 し,経 口摂取 も不可能 となった

ため,1998年1月12日,近 医 を受診,腎 腫瘍 を疑 われ

て1月16日 当 科へ紹介 された.

現 症:身 長144cm,体 重41.5kg,脈 拍120/分,

整,血 圧llO/50mmHg.左 側 腹部 に手挙大 の膨隆が

認 められた.

入 院時検査 成績:血 算;WBCl4,200/mm3,RBC

292×104/mm3,Hb7.9g/dL血 液 生化 学;T.P6.1

9/d1,Alb2.89/dl,Nal31・6mEq/1,K5・2

mEq/l,Cl92.3mEq/1,CRP26,23mg/dl,空 腹 時

血 糖361mg/dl.尿 沈 渣,RBC(一),WBC20～

Fig. 1. CT scan demonstrated a cystic mass in 

      the left kidney.
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画 像 診断:超 音波検査で は左 腎後方 に均一充実性の

腫瘤が認 め られた.CT検 査 ではGerota筋 膜 外 に浸

潤性 のある径50～60mmの 造 影不 良な嚢胞状の腫瘤

が認 め られた(Fig。1).MRI検 査 で は左腎の後方 に

腫瘤が見 られ,腎 を前方 に圧迫 し,部 分的 には腎被膜

に浸 潤 し,左 脊柱 起立筋 に も進展 して いた.腫 瘤 は

T2強 調 像 では高信号 であ り,内 部 には液面形成が認

められた.腫 瘤 の上方や脊柱起立筋内部 には一部 空気

が認め られ,ガ ス産生菌感染が疑われた(Fig.2).

入 院 経過:1998年1月16日 当科 に入院 した.以 上の

検査 よ り左感染性腎嚢胞 と診 断 し,1月22日 透 視下に

経皮 的腎嚢胞 ドレナージを施 行 した.350mlの 淡 赤

色 粘稠 性 の膿 汁 を回収 し,培 養 で1(励 ∫ゴ6〃α勿側伽 一
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Fig.2.MRI(T2weighted)showedacystic
massextendingtotheerectormusclc
ofspine(whitearrow)andgasarea

(arrowhead).

Fig.3.CTscanrevcaledanair-filledabscess

inthemusclcofthigh,

niaeが 検 出 された.そ の後 腎嚢胞 か らの排 液 は減少

し,左 腰背部痛 は軽減 したが,左 下肢の有痛性腫脹 が

増強 した。1月26日,CT検 査 を施 行 し,ガ ス産生菌

による膿瘍形成が疑われたため,1月27日,全 身麻酔

下で大腿 部に5箇 所切 開排膿 を行 った(Fig.3).

培 養 で はK,Pneumoniaeが 検 出 された.そ の後,抗

生 剤panipenem/betamipron(PAPM/BP)の 全 身投
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CTscanshowedalowdensityareaon
therightsideoftheleftinternalobtur-
atormuscle(whitearrow),suggcsting
aninfectedrenalcystextendingtothe
legthroughtheobuturatorf()ramen.

与(0,59×2/日)とPAPM/BP加 の 生理食塩水 で持

続灌流0.5g×3/日)し た.2月6日,血 液 生化学 検

査で高血糖が見 られたため,速 効型 イ ンシ'リ ンで血

糖 をコン トロール した.2月16日,CT検 査 で依然 と

して左大腿 に膿瘍 が存在 したため再 び切開排膿 を行い

PAPM/BPで 持 続灌 流 した.CT検 査 で 大腿 部 の膿

瘍の消失 を確認 し,3月24日,ド レー ンをすべ て抜 去

した.血 液生化学検査でCRPが 陰性化 し,独 歩 も可

能になったため,4月4日,退 院 した.そ の後外来 で

経過 を観察 しているが,術 後7カ 月で発熱,疹 痛 もな

く,経 過 は順調で ある.

考 察

化膿性腎嚢胞 は比較的稀 な疾患 とされていたが1995

年 に柳瀬が76例 を集計 してお り1),今 回 われわれが調

べ た5例2'6)と 自験例1例 を加 える と82例 になる.

こ れらの報告 をまとめる と,年 齢 は6カ 月か ら82歳

に分布 し,平 均年齢 は39,8歳 で ある.男 性19例,女 性

63例 で1=3.3で 女 性 に多い.嚢 胞 よ り分離 され た菌

は82例 の うちEscherichiacoliが22例,Proteusmirαbilis

4例,K.Pneumoniae4例,Serratia4例,Stapnjlococcus

l例,S.epidermidisl例,Enterococcusfaecalisl&U,γ 一

StrePtococcus1例,Propionibacteriumacnes1例,Gram

(一)rodsl例 で ほ とんどが グラム陰性桿菌であ った.

尿 中か らの分離菌 はE.coli9例 と最多で あるが,

陰性例 も26例 と多 い.こ れは化膿性腎嚢胞 と診断 され

る前 に急性腎孟 腎炎 などと して,抗 生剤 などの治療 が

行われてい るためだ と思われる.

嚢 胞内容液 と尿 中分離菌が両方判 明 してい る症例 は

9例 で あるが,こ の うち一致 したの は7例 でE.coli

4例,Klebsiella1例,E.faecalisl例,Pmirabilisl

例 で ある.

また糖尿病が3例,血 糖値の上昇 をみた ものが2例

であった.腎 膿瘍の場合 は糖尿病の合併 が41%,腎 結

石の合併 が18%と 報 告 されている7>が,感 染性腎嚢胞

で はこのよ うな有意な合併症 は認め られなか った.

自験例 では感染性腎嚢胞壁が穿孔 し,内 溶 液が腰筋

に沿 って流 出 し,閉 鎖孔 を通過 して左下肢 まで及んだ

と考え られた(Fig.4).自 験 例の ような合併症 をきた

した報告 は少 な く,化 膿性 腸腰 筋炎に進展 した例3),

細 菌 性髄膜炎を合併 した例4),敗 血 症 を合併 した例8),

嚢 胞 の腎孟内 自潰例9),後 腹 膜への 自潰例ゆ 一横隔膜

膿瘍 を形成 した例H),尿 路 への 自然破裂 の例12)の 計7

例 が報告 されているのみであ る.合 併症 をきた した症

例 では基礎疾患 としては糖尿病が2例 で見 られた.

感 染性腎嚢胞の治療法 は従来腎摘除術 や嚢胞壁切 除

術 な どが行 われて きたが,超 音波 ガイ ド下での穿刺 が

可能にな り安全 に行える ようになったことか ら経 皮的

ドレナージが主流 となって きている.再 発が多い とい
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う短所があ るが,エ タノール,ミ ノサ イクリンなどを

注 入 し,嚢 胞壁 の 固定 を行 う治療法 を併 用す る こと

で,良 い成績 を収 めてい る.経 皮 的 ドレナージを行 っ

た34例 では ドレナージのみが10例(2例 は ドレナージ

が無効 で腎摘除術が施行 されている),ド レナー ジに

エ タノール注入 などを加えた もの22例 だった.こ れ ら

34例 の 平均観察期間 は14カ 月(1～60カ 月)で その う

ち再発 した ものはなか った.腎 腫瘍 との鑑別が難 しい

症例では腎摘除術や部分 的腎切除術 もやむを得ない事

もあ るが,経 皮的 ドレナージは患者へ の侵襲 も少 な く

感染性 腎嚢胞 に対 して まず選択 されるべ き治療法 と考

えられた,

結 語

下肢 に続発性膿瘍 を形成 した感染性腎嚢胞 の1例 を

経験 したので報告 した.
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